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は
じ
め
に

当
館
で
は
、
武
蔵
国
忍
（
埼
玉
県
行
田
市
）、
の
ち
陸
奥
国
白
河
（
福
島
県
白
河
市
）、

次
い
で
同
国
棚
倉
（
福
島
県
東
白
川
郡
棚
倉
町
）
を
所
領
と
し
た
一
〇
万
石
の
譜
代
大

名
阿
部
家
に
伝
来
し
た
阿
部
家
文
書
（
１
）

を
収
蔵
し
て
い
る
。
そ
れ
に
関
連
す
る
史
料
と
し

て
、
二
〇
〇
八
年
に
白
河
領
時
代
の
藩
医
の
記
録
四
冊
を
古
書
店
か
ら
購
入
し
た
。
そ

の
後
し
ば
ら
く
当
該
史
料
の
解
読
、
分
析
に
は
着
手
で
き
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
の
た

び
読
み
進
め
て
み
る
と
、
藩
医
に
よ
っ
て
、
阿
部
家
第
一
五
代
当
主
正
耆
（
２
）
の
男
子
の
出

生
前
か
ら
の
診
察
、
出
生
後
の
健
康
状
態
、
さ
ら
に
御
七
夜
、
宮
参
り
な
ど
の
通
過
儀

礼
も
交
え
て
詳
細
に
記
録
さ
れ
た
、
大
変
興
味
深
い
史
料
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
光
之
介
（
後
の
一
八
代
当
主
正
功
、
一
八
六
〇
〜

一
九
二
五
）
の
出
生
に
関
す
る
記
録
に
つ
い
て
、
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
筆
者

は
、
近
年
、
草
創
期
の
人
類
学
、
考
古
学
研
究
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
も
の
の
、
一

般
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
阿
部
正
功
に
つ
い
て
の
事
績
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
（
３
）

を
進
め

て
お
り
、
正
功
の
生
涯
を
知
る
上
で
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
正
功
の

誕
生
に
関
す
る
藩
医
の
記
録
を
紹
介
す
る
が
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
る
の
で
、
今
回
と
次

号
の
紀
要
の
二
回
に
わ
け
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
、
史
料
の
概
要
と
記
録
者

（
一
）
史
料
の
概
要

四
冊
の
史
料
の
概
要
を
示
す
と
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

①　
（
表
紙
）「
安
政
四
年
丁
巳
三
月　

別
日
記　

白
河
侍
医
」

　
　

法
量

：

縦
二
四
・
〇
×
横
一
六
・
五
㎝
、
丁
数
三
六

　

・ 

一
〜
一
四
丁

： 
安
政
四
年
（
一
八
五
八
）
二
月
の
正
耆
の
召
仕
女
中
八
重
の
懐

妊
か
ら
、
五
月
二
二
日
の
男
子
（
法
号
浄
信
院
）
出
生
、
二
五

日
の
死
去
ま
で
の
記
録
。

　

・ 

一
四
丁
〜
三
六
丁

：

「
安
政
六
年
己
未
別
日
記
」

　
　

 

記
載
期
間

： 
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
八
月
四
日
〜
同
七
年
（
一
八
六
〇
）
五

月
四
日

②　
（
表
紙
）「
万
延
元
庚
申
第
弐
五
月
別
日
記　

白
河
侍
医
」

　
　

法
量

：

縦
二
四
・
〇
×
横
一
六
・
五
㎝
、
丁
数
四
三

　
　

 

記
載
期
間

： 
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
五
月
一
日
〜
同
二
年
（
一
八
六
一
）
八

月
二
三
日

③　
（
表
紙
）「
文
久
元
辛
酉
年
第
三
八
月
廿
四
日　

別
日
記　

白
河
侍
医
」

﹇
史
料
紹
介
﹈

阿
部
正
功
の
誕
生
と
成
長
の
記
録
（
１
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
白
河
藩
侍
医
の
日
記
よ
り
―

丸
山　

美
季　
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法
量

：

縦
二
四
・
〇
×
横
一
六
・
五
㎝
、
丁
数
四
〇

　
　

 

記
載
期
間

： 
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
八
月
二
四
日
〜
同
三
年
（
一
八
六
三
）

五
月
二
日

④　
（
表
紙
）「
文
久
三
癸
亥
五
月　

別
日
記
」

　
　

法
量

：

縦
二
四
・
〇
×
横
一
六
・
五
㎝
、
丁
数
一
〇

　
　

 
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
正
耆
の
召
仕
女
中
弦
尾
の
懐
妊
か
ら
、
一
〇
月
三
日

の
男
子
俶
之
助
出
生
、
二
三
日
の
死
去
ま
で
の
記
録
。

以
上
の
内
、
①
の
後
半
部
分
お
よ
び
②
、
③
の
史
料
が
、
阿
部
正
功
の
出
生
・
成
長

に
関
す
る
記
録
で
あ
る
。
今
回
、
翻
刻
、
紹
介
す
る
の
は
、
①
の
後
半
部
分
「
安
政
六

年
己
未
別
日
記
」
で
あ
る
。

（
二
）
記
録
者
に
つ
い
て

本
史
料
を
記
録
し
た
の
は
、
白
河
藩
の
藩
医
で
あ
っ
た
、
乗
附
為
春
と
樋
口
昭
之
の

二
人
で
あ
る
。
白
河
藩
の
藩
医
の
体
制
が

ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
よ
く

わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
奥
医
師
、
奥
医
師

並
、
表
医
師
、
表
医
師
見
習
と
い
う
役
職

が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
４
）
。
こ
の
時
期
の
医

師
の
構
成
を
示
し
た
の
が
表
１
で
あ
る
。

乗
附
為
春
は
、
先
祖
か
ら
医
師
の
家

系
で
、
五
代
目
に
あ
た
る
（
５
）

。
文
政
三
年

（
一
八
二
〇
）
に
医
業
修
行
で
、
江
戸
へ
出

て
、
松
平
豊
後
守
（
薩
摩
藩
九
代
目
藩
主

島
津
斉
宣
、
一
七
七
四
〜
一
八
四
一
）
医

師
河
村
宗
胆
（
６
）
方
の
内
弟
子
と
な
っ
た
。
な

ぜ
薩
摩
藩
の
医
師
に
つ
い
た
の
か
。
そ
の

理
由
は
判
然
と
し
な
い
が
、
第
一
一
代
当

主
正
篤
（
在
職
一
八
二
三
〜
四
三
）
の
正

室
が
島
津
斉
宣
の
娘
聡
（
後
の
聡
徳
院
）

で
あ
っ
た
関
係
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
文
政
九
年
（
一
八
二
五
）
三
月
家
督
を
継
ぎ
、
六

月
に
又
玄
と
い
う
名
か
ら
曽
祖
父
の
名
前
為
春
と
改
名
、
同
一
一
年
（
一
八
二
七
）
に

奥
御
医
師
並
と
な
る
。
天
保
三
年
（
一
八
三
三
）
に
は
、
家
中
療
治
出
精
に
つ
き
奥
医

師
本
席
、
新
知
七
〇
石
を
賜
る
。
同
一
二
年
、
第
一
二
代
当
主
正
備
参
府
の
節
に
は
供

を
し
て
江
戸
へ
行
き
、
国
元
に
い
る
と
き
に
は
出
仕
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
弘
化
三

年
（
一
八
二
八
）
一
二
月
に
加
増
二
〇
石
、
長
年
の
格
別
繁
勤
に
対
し
て
、
安
政
六
年

（
一
八
五
九
）
に
一
〇
石
の
加
増
を
受
け
て
い
る
。

一
方
、樋
口
昭
元
は
、も
と
は
白
河
の
町
医
師
で
あ
っ
た
（
７
）

。
文
政
一
一
年
（
一
八
二
七
）

五
月
に
益
々
医
業
出
精
に
つ
き
肝
煎
、
苗
字
帯
刀
御
免
を
ゆ
る
さ
れ
、
同
年
一
二
月
町

医
師
肝
煎
と
な
る
。
天
保
六
年
（
一
八
三
六
）
一
二
月
晦
日
、
御
家
中
療
治
出
精
に
つ

き
表
御
医
師
格
と
な
り
、
同
一
〇
年
（
一
八
四
〇
）
表
医
師
、
弘
化
三
年
（
一
八
二
八
）

一
二
月
奥
御
医
師
格
に
昇
っ
た
。さ
ら
に
嘉
永
二
年（
一
八
四
八
）三
月
奥
医
師
並
と
な
っ

た
。
優
秀
な
た
め
、
町
医
師
か
ら
取
り
立
て
ら
れ
、
奥
医
師
並
に
昇
進
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
履
歴
か
ら
、
乗
附
為
春
、
樋
口
昭
元
共
に
優
秀
な
医
者
で
あ
り
、
信

用
を
受
け
て
い
た
者
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

二
、
翻
刻

﹇
凡
例
﹈

一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
、
原
本
の
体
裁
を
で
き
る
だ
け
の
こ
す
よ
う
に
つ
と
め
た
。

一
、
史
料
に
は
、
適
宜
読
点
（
、）・
並
列
点
（
・
）
を
付
し
た
。

一
、
著
者
に
よ
る
訂
正
が
数
か
所
見
ら
れ
る
が
、
訂
正
後
の
語
句
の
み
を
翻
刻
し
た
。

一
、 

用
字
は
原
則
と
し
て
、
常
用
漢
字
に
直
し
、
変
体
仮
名
も
現
在
の
表
記
に
改
め
た
。

但
し
、
助
詞
の
「
江
」、「
而
」、「
茂
」、「
者
」、「
与
」
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
小
字

で
記
し
た
。

一
、
合
字
の
「
ゟ
」
は
、
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

一
、
判
読
不
明
の
文
字
は
、
■
■
（
字
数
分
）
で
示
し
た
。

一
、 

躍
り
字
は
原
本
通
り
と
し
、
漢
字
は
「
々
」、
平
仮
名
は
「
ゝ
」、
二
字
以
上
は

　
　
「
〳
〵
」
に
改
め
た
。

表 1　白河阿部家医師構成（安政 7年）
役職 名前 職録

奥医師
乗附為春 高 100 石
佐々木道躰 高 200 石

奥医師並
樋口昭元 13 人扶持
土橋良英 高 150 石
佐々木龍庵 金 5両 2人扶持

表医師

小野丹下 5人扶持ほか役料
町川春格 9人扶持
武藤良澤 高 100 石
大河原安節 10 人扶持

表医師次席 鈴木玄学 高 80 石
出所）「安政七庚申星舎孟春正月筆記白陽藩分限并席順表」（学習院大学史料館所蔵）
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一
、
欠
字
は
一
字
あ
け
と
し
た
。

一
、
史
料
の
理
解
を
助
け
る
た
め
に
、
人
名
と
医
療
関
係
用
語
に
注
を
付
し
た
。

〔
翻
刻
〕

安
政
六
年
已
未
別
日
記

　
　

八
月
四
日

弦
尾
儀
﹇
１
﹈
未
タ
聢
与
不
相
分
候
得
共
、
懐
妊
之
様
子

御
座
候
ニ
付
、
平
生
之
食
物
心
付
候
様
、
左
之
通
書
付

東
左
衛
門
殿
江
差
出
申
候

　
　
　
　

覚

一
長
芋　
　
　
　
　
　

一
干
へ
う　
　
　

一
椎
茸

一
大
根　
　
　
　
　
　

一
せ
ん
ま
い　
　

一
菜

一
三
ツ
葉　
　
　
　
　

一
河
茸　
　
　
　

一
く
る
ミ

一
豆
類　
　
　
　
　
　

一
赤
豆　
　
　
　

一
こ
ん
ふ

一
こ
ま　
　
　
　
　
　

一
に
ん
し
ん　
　

一
牛
房

一
蓮
根　
　
　
　
　
　

一
あ
ら
め　
　
　

一
若
め

一
し
み
こ
ん
に
ゃ
く　

一
麩
の
類　
　
　

一
葛
粉

一
い
ん
け
ん　
　
　
　

一
茄
子　

ぬ
か
漬
は
不
宜

一
き
ふ
り　
　
　
　
　

一
白
う
り　
　
　

一
冬
瓜

一
夕
か
ほ　
　
　
　
　

一
西
瓜　
　
　
　

一
里
い
も

一
ゆ
り　
　
　
　
　
　

一
ね
き　
　
　
　

一
初
茸

一
く
り　
　
　
　
　
　

一
豆
腐　
　
　
　

一
油
あ
け　

度
々
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
宜

一
玉
子　
　
　
　
　
　

一
と
ち
よ
う　
　

一
や
ま
め

一
く
き　
　
　
　
　
　

一
鯉　
　
　
　
　

一
鮒

一
あ
わ
ひ　
　
　
　
　

一
た
ひ　
　
　
　

一
平
め

一
し
ゝ
ミ　
　
　
　
　

一
ほ
う
ほ
ふ　
　

一
石
附

一
か
れ
い　
　
　
　
　

一
す
る
め　
　
　

一
す
ゝ
き

一
黒
か
ら　
　
　
　
　

一
あ
ら　
　
　
　

一
生
り
ふ
し

右
之
品
日
々
代
〳
〵
給
候
者
よ
ろ
し
く
、
魚
類
者

四
、五
日
目
位
ニ
給
候
宜
御
座
候

　
　

禁
物
覚

一
慈
姑　
　
　
　

一
蕨　
　
　
　
　
　

一
木
く
ら
け

一
わ
さ
ひ　
　
　

一
銀
杏　
　
　
　
　

一
こ
ん
に
や
く

一
あ
か
か
ら　
　

一
か
ら
し　
　
　
　

一
唐
な
す

一
山
椒　
　
　
　

一
唐
か
ら
し

一
蛸　
　
　
　
　

一
松
魚　
　
　
　
　

一
あ
ゆ　

一
ふ
り　
　
　
　

一
ま
く
ろ　
　
　
　

一
さ
け

　
　
　
　

以
上

　

九
月
朔
日

一
弦
尾
儀
同
役
不
残
致
診
察
候
所
、
弥
懐
妊
相
違
無

　

御
座
、
五
月
ニ
相
成
候
旨
東
左
衛
門
殿
﹇
２
﹈江
為
春
罷
出
申
述
候

　
　

同
廿
日

一
今
日
就
吉
辰
、
弦
尾
着
帯
内
祝
有
之
、
御
手
元

　

御
用
人
両
人
吟
味
役
不
残
為
春
・
昭
元
頭
取
不
残

　

女
中
不
残
於
御
台
子
頂
戴
、
左
之
通

　
　
　
　
　

玉
子　

か
ん
へ
う　
　
　
　
　
　

御
汁　
　

い
も　

　
　

平　
　

椎
茸　
　

長
い
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豆
ふ

　
　
　
　
　

な　
　

　
　

御
皿　

鮭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
飯

　
　

御
香
之
物

　
　
　
　

御
酒
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右
之
通

同
七
年
庚
申
正
月

　

廿
三
日　

今
暁
寒
威
凛
烈　
　

弦
尾
事

今
暁
八
半
時
過
ゟ
俄
ニ
催
生
致
し
、
七
半
時
過
出
産
、

御
男
子
様
御
誕
生
被
遊
候
、
来
二
月
之
御
臨
月

御
座
候
故
、
御
體
御
十
分
御
肥
被
遊
候
与
申
ニ
者

無
御
座
候
得
共
、
御
生
下
御
啼
声
御
高
ク
御
血

色
も
御
宜
、
御
惣
體
先
御
相
応
被
為
入
候
、
其
程

マ
ク
リ
﹇
３
﹈
も
差
上
候
所
、
能
被
召
上
、
御
小
水
も
御
通
し

被
遊
、
夕
刻
御
大
便
も
御
通
し
被
為
在
候

一
、
今
朝
、
為
春
・
昭
元
両
人
共

　

御
出
生
様
御
付
と
者
不
被
仰
出
候
得
共
、
其
心
得
ニ
而

　

相
勤
候
様
、
甚
五
左
衛
門
殿
﹇
４
﹈

被
達
候
旨
、
軍
右
衛
門
殿

﹇
５
﹈

　

被　

仰
聞
候

一
、
当
分
之
内
壱
人
ツ
ヽ
毎
日
罷
出
候
様
、
道
躰
﹇
６
﹈
、
良
英﹇

７
﹈
江

　

是
迄
之
心
得
ニ
而
宜
、
龍
庵﹇

８
﹈
者
召
出
候
ニ
不
及
候
旨

　

東
左
衛
門
殿
御
達

一
弦
尾
事
、
軽
産
故
、
異
状
も
無
御
座
候
、
桂
茯

　

丸
料
﹇
９
﹈
相
拵
候

　
　

廿
四
日

御
出
生
様
何
も
御
異
状
も
不
為
在
、
マ
ク
リ
も
能

被
召
上
、
御
両
便
御
通
も
沢
山
度
々
被
為
在
候
、

夕
刻
、
佐
坂
河
二
郎﹈
10
﹇

妻
御
乳
付
申
上
候
所
、
直
ニ

御
呑
付
被
遊
能
被
召
上
候
、
夜
分
も
度
々
被
召
上
候

　

廿
五
日

御
出
生
様
何
之
御
異
状
も
不
被
為
在
候
、
御
乳
益

被
召
上
候
、
昼
後
御
湯
差
上
候

　
　

廿
六
日

御
臍
帯﹈
11
﹇

御
退
り
被
遊
、
御
臍
輪﹈
12
﹇

御
く
ヽ
り
も

御
宜
御
燥
被
遊
候

　
　

廿
九
日

一
、
御
七
夜
ニ
付
、
従

殿
様　

御
出
生
様
江
御
名　

光
之
介
様
与
被
進
候

一
、
右
同
断
ニ
付
、
於
御
台
子
御
手
元
両
人
吟
味
役
不
残

為
春
・
昭
元
、
頭
取
三
人
、
女
中
迄
頂
戴
左
之
通

　
　

御
吸
物　

玉
子　
　
　
　

御
口
取　

玉
子　
　

か
ん
せ
き
く
る
み

　
　
　
　
　
　

青
な　
　
　
　
　
　
　
　

青
茸　
　

く
わ
ゐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

糸
こ
ん
に
ゃ
く　
　

御
酒　
　
　
　
　
　
　
　

玉
子　
　

な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豆
腐

　
　
　
　
　
　

御
平　
　

椎
茸　
　

か
ん
へ
う　
　
　
　

御
汁　

い
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
い
も　
　
　
　
　
　
　
　

御
飯

御
猪
口　

ね
き　
　
　

　
　
　
　

む
き
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

な
つ
■

御
香
物　

み
そ
つ
け　
　

御
焼
物　

魚
切
身

　
　
　
　
　
　
　

大
根　

　
　
　
　

二
月
四
日

一
、
是
迄
両
人
共
日
々
罷
出
、
拝
診
候
処
、
何
之
御
異
状
も
不
被
在
候
、

　

 

昨
朝
ゟ
御
乳
召
上
り
兼
候
ニ
付
、
今
朝
左
之
通
相
認
、
軍
右
衛
門
殿
江

　

差
出
申
候

一
、
光
之
介
様
御
事
、
御
月
数
不
足
被
成
御
座
候
ニ
付
、

御
體
御
小
ク
御
肥
り
御
十
分
ニ
者
不
被
為
入
候
共
、
御
血
色

御
宜
、
御
ま
く
り
も
被
召
上
、
引
続
御
両
便
御
通
し
も
度
々

被
為
在
、
御
乳
汁
も
被
召
上
、
御
寝
御
穏
ニ
被
遊
、
是
与

申
上
候
御
容
体
も
是
迄
ハ
不
被
在
候
所
、
昨
三
日
暁
七
半
時

頃
、
御
乳
汁
沢
山
被
召
上
、
其
後
度
々
差
上
候
得
共
、
不
被

召
上
、
乍
去
御
熱
気
等
も
不
被
為
在
、
何
之
御
煩
敷
御
様
子
も
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不
被
為
在
候
、
九
半
時
頃
少
々
被
召
上
、
其
後
夜
分

両
度
御
相
応
ニ
被
召
上
、
御
両
便
御
通
し
も
被
為
在
候
、

四
日
朝
、
御
乳
被
召
上
、
格
別
御
替
り
被
遊
候
御
様
子
も
不

被
為
在
候
得
共
、
何
与
な
く
御
気
元
薄
ク
被
為
入
様
ニ

奉
伺
候
、
以
上

一
、
御
乳
御
呑
付
御
六
ケ
敷
、
種
々
御
塩
梅
仕
候
而
、
乳
首

　

と
く
と
御
舌
上
江
届
候
へ
ハ
被
召
上
候

一
、
御
大
便
今
朝
壱
度
、
御
小
水
ハ
度
々
被
為
在
候

一
、
両
人
共
詰
切
、
夜
七
半
時
頃
昭
元
引
取
、
為
春
泊
番
仕
候　

　

道
躰
、
良
英
、
龍
庵
も
拝
診
罷
出
候

一
、
御
容
兒
何
与
な
く
御
憔
悴
被
遊
候
、
夜
七
時
頃
余
程

　
　

御
乳
汁
被
召
上
候

　
　
　

五
日

一
、
今
早
朝
、
為
春
拝
診
仕
候
所
、
先
々
御
同
様
被
入
其
程
御
乳
も

　
　

召
上
候
、
一
体
ニ
御
啼
被
遊
候
事
与
稀
ニ
而
兎
角
御
静
ニ
被
為
入
候

一
、
今
朝
、
昭
元
拝
診
仕
候
処
、
先
御
同
様
ニ
被
為
入
候
得
共
、
御
小
用
壱
度

被
為
有
候
得
共
、
御
大
便
者
昨
日
ゟ
昨
夜
茂
不
被
為
有
候
処
、

今
日
両
度
被
為
有
、
猶
又
夜
中
壱
度
被
為
有
候
、
御
乳
昼

前
度
々
被
召
上
候
、
昼
後
ゟ
夕
刻
迄
又
々
不
被
召
上
候
処

夜
分
ニ
相
成
、
四
度
御
沢
山
被
召
上
候
、
昭
元
泊
番
仕
候

　
　
　

六
日

一
、
今
早
朝
、
昭
元
拝
診
仕
候
処
、
昨
日
ゟ
御
様
子
茂
御
宜
、
御
乳
茂

　
　

御
十
分
被
召
上
候

一
、
昼
後
ゟ
御
乳
六
度
被
召
上
、
御
小
水
度
々
御
通
被
遊
候
、
夜
中

　
　

穏
ニ
御
寝
被
遊
候
、
為
春
泊
番
仕
候

　
　
　

七
日

一
、
今
朝
拝
診
仕
候
所
、
何
之
御
異
状
も
不
被
為
在
、
夜
中
三
度
御
乳
被

　
　

召
上
、
御
大
便
壱
度
御
通
し
被
遊
候
、
先
々
昨
朝
御
同
様
之
御
模
様　

　
　
ニ
而
別
し
て
陽
気
増
申
候
与
申
ニ
も
無
御
座
候

一
、
今
朝
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
茂
不
被
為
在
、
御
大
便
又
壱
度
御
通

　
　

被
遊
候
、
昨
夜
昭
元
泊
番
仕
候

　
　
　

八
日

一
、
今
朝
拝
診
仕
候
所
、
何
之
御
異
状
茂
不
被
為
在
、
夜
中
御
乳
五
度

　
　

被
召
上
候
、
是
迄
ゟ
者
召
上
付
候
茂
宜
被
為
入
、
少
々
御
陽
気
御
増

　
　

被
遊
候
様
ニ
も
拝
見
候

一
、
今
朝
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
茂
不
被
為
在
候
、
御
乳
昼
夜
ニ
而
十
度

　
　

被　

召
上
、
御
大
便
御
通
し
無
御
座
、
御
小
水
ハ
度
々
被
為
在
候

一
、
御
出
生
様
被
為
在
候
ニ
付
、
為
御
祝
金
百
疋
被
下
置
、
別
段

　
　

御
不
快
ニ
付
、
骨
折
相
勤
候
付
、
金
百
疋
被
下
置
候　
　
　
　
　
　

為
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

　
　
　

右
之
趣
、
東
左
衛
門
殿
御
達 

泊　

為
春　
　
　

　
　
　

九
日　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
今
朝
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
も
不
被
為
在
、
御
容
子
宜
被
為
在
候
、
今

　
　

早
朝
御
大
便
御
通
し
被
為
在
候

一
、
今
朝
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
も
不
被
為
在
、
御
乳
茂
能
被
召
上
候

　
　

処
、
九
時
過
御
吐
乳
被
遊
候
、
御
乳
者
猶
又
直
被
召
上
候
、
奇

　
　

応
丸﹈
13
﹇

差
上
候
、
当
四
日
ゟ
御
通
御
間
遠
ニ
被
在
候
ニ
付
、
マ
ク
リ
、
大

　
　

黄
加
入
、
折
々
差
上
置
候 

泊　

昭
元　
　
　

　
　
　

十
日

一
、
今
朝
、
昭
元
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候
、
昨
夜
御
大
便
少
々

　
　

ツ
丶
七
度
程
被
為
有
候
、
御
乳
召
上
り
付
候
茂
宜
度
々
被
召
上
候
、

　
　

少
シ
御
腹
力
無
為
付
候
様
奉
診
候 

泊　

昭
元　
　
　

一
、
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
も
不
被
為
在
、
付
々
御
咳
被
遊
候
ニ
付
、
二
陳
湯﹈
14
﹇

　
　

加
、
五
味
桑
白
皮﹈
15
﹇

調
上
仕
候
、
御
通
し
も
度
々
被
為
在
候
ニ
付
、
先
マ
ク
リ
者

　
　

差
上
不
申
候
、
九
時
過
少
々
御
吐
乳
被
遊
、
又
直
ニ
被
召
上
候
、
昼
後

　
　

両
度
御
吐
乳
被
遊
候
、
全
ク
御
咳
ニ
■
■
上
被
遊
候
事
与
相
伺
候

　
　

乳
も
度
々
沢
山
被
召
上
、
夜
分
も
御
同
様
、
御
大
便
少
々
ニ
て
両
度

　
　

被
為
在
候 

泊　

為
春　
　
　



162

　
　
　
　

十
一
日

一
、
今
朝
拝
診
仕
候
所
、
御
容
子
余
程
御
宜
奉
伺
候
、
外
御
異
状
不
被
為
在

　
　

御
咳
も
昨
夜
中
与
御
少
ク
被
為
入
候

　
　

今
朝
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候 

泊　

昭
元　
　
　

　
　
　

十
二
日

一
、
今
朝
拝
診
仕
候
所
、
御
容
子
茂
御
宜
御
異
状
不
被
為
在
、
昨
夜
茂

　
　

御
咳
御
少
ク
被
為
入
、
御
通
し
茂
御
両
度
被
為
有
、
別
而
御
乳
茂

　
　

被
為
遣
候
御
様
子
ニ
被
為
入
候

一
、
昼
頃
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候 

泊　

為
春　
　
　

　
　
　

十
三
日

一
、
今
朝
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
、
昨
夜
中
御
乳
能

　
　

被
召
上
、
御
大
便
一
度
御
通
し
被
遊
候

一
、
今
朝
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候 

泊　

昭
元　
　
　

　
　
　

十
四
日

一
、
今
朝
拝
診
仕
候
処
、
御
異
状
不
被
為
在
候
、
御
乳
能
被
召
上

　

昨
夜
中
御
咳
茂
至
而
御
少
、
近
々
御
容
子
御
宜
奉
診
候
、
御

　

大
便
昨
夜
御
通
不
被
為
有
、
今
朝
少
々
被
為
在
候

　

昼
後
、
御
大
便
両
度
沢
山
御
通
被
遊
、
御
乳
も
能
被
召
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泊　

為
春

　
　
　

十
五
日

今
朝
拝
診
仕
候
所
、
何
之
御
別
条
茂
不
被
為
在
、
御
容
子
ま
つ
〳
〵

御
宜
被
為
入
候

一
、
昼
頃
、
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
、
益
御
様
子
御
宜
被
為

入
候

一
、
光
之
助
様
御
義
、
近
々
御
容
子
茂
御
宜
被
為
入
候
ニ
付
、
今
日
ゟ

　

泊
り
番
御
免
被
成
候
間
、
両
人
申
談
、
昼
前
・
昼
後
壱
度

　

ツ
ヽ
拝
診
候
様
、
軍
右
衛
門
殿
御
達
被
成
候

　
　
　

十
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
朝
拝
診
仕
候
所
、
益
御
容
子
御
宜
被
為
入
候

　
　
　

十
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
朝
拝
診
仕
候
処
、
御
異
状
不
被
為
在
、
益
御
容
子
御
宜

被
為
入
候

　
　
　

十
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
朝
拝
診
仕
候
所
、
御
別
条
不
為
在
、
御
乳
も
能
被
召
上
、
御

大
便
御
通
し
も
度
々
被
為
在
候　

　
　
　

十
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
朝
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
、
御
乳
も
能
被
召
上
候
、
御

大
便
昨
夜
不
被
有
候
所
、
昼
前
沢
山
御
通
し
被
為
在
候

　
　
　

廿
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
朝
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
、
御
乳
も
被
召
上
御
大

便
御
通
し
も
宜
被
為
在
候

　
　
　

廿
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
朝
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候
、
御
乳
茂
能
召
上
り

御
通
し
茂
被
為
有
候　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

廿
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
朝
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

廿
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
朝
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

一
、
今
朝
五
半
時
御
供
揃
ニ
而
御
宮
御
参
詣
被
遊
、
御
帰
り
掛
甚
五
左
衛
門
殿
江

御
立
寄
被
遊
、
四
半
時
過
御
帰
殿
被
遊
候
、
御
帰
後
御
居
間
御
次
ニ
而
一
同

恐
伏
申
上
候
、
御
供
乗
附
氏　

為
御
祝
御
酒
、
御
吸
物
、
御
赤
飯
頂
戴
仕
候

　
　
　
　

た
ら　

  　
　
　
　
　

 　

 

す
し

御
吸
物　

青
菜　

  

御
酒　

  

御
皿　

き
さ
み
す
る
め 　
　

 

御
中
皿　

平
目　

御
赤
飯

　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

 　

  

蓮
根　

長
芋　

こ
ん
ふ
か
け 　

 

煮
付　

　
　
　

廿
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
朝
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

廿
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元
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今
朝
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

廿
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
朝
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

廿
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
朝
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

廿
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春　
　
　

今
朝
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

一
、
今
夕
前
大
奥
御
年
寄
衆
、
御
用
人
衆
頂
戴
有
之
、
両
人
共

　

御
手
伝
ニ
罷
出
候

　
　
　

廿
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
朝
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

三
月
朔
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
朝
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
朝
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
朝
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
朝
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春　
　
　

今
朝
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
朝
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
朝
拝
診
仕
候
処
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
朝
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

十
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

昼
後
、
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候　
　
　
　
　

　
　
　

十
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元　

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

十
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

十
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

十
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候　

　
　
　

十
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候　
　
　

　
　
　

十
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
処
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

十
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

十
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
処
、
御
異
状
不
被
為
在
候　
　

　
　
　

廿
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

廿
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

廿
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候　
　
　
　

　
　
　

廿
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

廿
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元
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今
日
拝
診
仕
候
処
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

廿
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候　
　

　
　
　

廿
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

廿
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候　
　

　
　
　

廿
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

廿
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
処
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

丗
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

閏
三
月
朔
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春　
　
　

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候
、
昨

夜
、
雷
鳴
ニ
付
、
罷
出
候　
　
　
　

　
　
　

二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
日
拝
診
仕
候
処
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候　
　

　
　
　

四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
処
、
御
異
状
不
被
為
在
候　

　
　
　

六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
日
拝
診
仕
候
処
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
朝
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候　

　
　
　

八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
朝
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

十
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

十
一
日　
　
　
　

御
不
快
ニ
付
、
御
不
参　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

　
　
　

十
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

十
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春　

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

十
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
日
拝
診
仕
候
処
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

十
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

十
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

十
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

十
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

十
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
処
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

廿
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

廿
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

廿
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

廿
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春
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今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

廿
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

廿
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
処
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

廿
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

廿
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

廿
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

廿
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候
、
於
調
練

場
失
敬
有
之
候
ニ
付
、
御
出
被
遊
候

　
　
　

丗
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　

四
月
朔
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候　
　

　
　
　

二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候　
　

　
　
　

四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候　

　
　
　

六
日

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候　
　

　
　
　

昼
後
ゟ
大
沼
ハ
被
為
入
候　

　
　
　

八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候　
　
　
　
　

　
　
　

十
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樋
口
氏
風
邪
ニ
而
出
殿
無
之

　
　
　

十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候　
　

　
　
　

十
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

十
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候　
　

　
　
　

十
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

十
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
朝
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候　

一
、
今
朝
五
半
時
、
御
供
揃
ニ
而
鹿
嶋
宮
江
御
参
詣

　
　

被
遊
候
、
御
供
昭
元
、
御
先
詰
為
春　

　
　
　

十
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

一
、
今
朝
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

十
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
朝
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候　
　

　
　
　

十
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
朝
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

十
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候　
　

　
　
　

廿
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元
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今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

廿
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候　
　

　
　
　

廿
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

廿
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候　

同
正
午

道
〈
光
カ
〉
之
介
様
御
箸
揃
ニ
付
、
御
用
人
三
人
吟
味
役

此
方
両
人
頭
取
、
女
中
不
残
於
御
台
子
頂
戴

左
之
通

　
　
　
　

菊
玉
子　
　
　

御
小
皿　
　

生
り
節

御
吸
物　

豆
黄
巻　
　
　
　
　
　
　
　

串
魚　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
貝　
　
　

串
魚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
皿　
　

ふ
き　
　
　

香
茸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
い
も

　
　
　
　
　

玉
子　
　

干
へ
う　
　
　
　
　
　
　
　
　

豆
ふ

　
　

御
平　

竹
子　
　

椎
茸　
　
　
　
　
　

御
汁　

　

岩
茸

　
　
　
　
　

ふ　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
飯

御
香
物　

沢
庵

　
　
　
　
　
　
　

御
猪
口　

若
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
し
竹　
　
　
　

　
　
　

廿
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

廿
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候　
　

　
　
　

廿
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

廿
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候　
　

　
　
　

廿
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

廿
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候　
　

　
　
　

五
月
朔
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

五
月
朔
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

今
日
拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候

　
　
　

二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候　
　

　
　
　

三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
元

拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候　

　
　
　

四
日
晴
夕
方
雨

拝
診
仕
候
所
、
御
異
状
不
被
為
在
候　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
春

一
、  

初
節
句
ニ
付
、
吟
味
役
不
残
此
方
両
人
頭
取
并

　
　

女
中
不
残
於
台
子
頂
戴
左
之
通　
　
　

　
　

一
御
赤
飯　
　
　

御
酒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
皿　

た
な
ご
煮
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
吸
物　

い
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
う
か　
　
　
　
　
　
　
　

竹
子
、
あ
わ
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
皿　

糸
こ
ん
に
ゃ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
き　

豆
ふ　
　
　
　

　
　

　
　
　
　
　

葛
引
生
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
汁　

豆
腐

　
　

御
平　
　

玉
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
飯　

生
り
ふ
し

　
　
　
　
　
　

青
豆

　
　

御
猪
口　

い
ん
け
ん
豆

　
　
　
　
　

御
香
物　

沢
庵



［史料紹介］　阿部正功の誕生と成長の記録（1）―白河藩侍医の日記より―

167

〔
翻
刻
注
〕

※
注
番
号
は
、
本
文
の
注
番
号
と
区
別
し
て
〔　

〕
で
表
し
た
。

※
見
出
し
語
を
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
ゴ
シ
ッ
ク
と
し
た
。

﹇
１
﹈
弦
尾　

阿
部
正
功
生
母
。
宮
地
新
一
郎
二
女
弦つ
る

（
一
八
三
二
〜
九
〇
）。
法
号
賢

光
院
殿
浄
譽
妙
節
大
姉
（
阿
部
一
六
九
）。

﹇
２
﹈
東
左
衛
門　

権
田
東
左
衛
門
、
高
三
〇
〇
石
、
外
五
〇
俵
役
料
、
奥
御
用
人
。

﹇
３
﹈マ
ク
リ　

海
人
草（
紅
藻
類
の
一
種
）の
別
名
。回
虫
駆
除
剤
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。

こ
の
場
合
は
、
胎
毒
下
し
に
使
わ
れ
た
。

﹇
４
﹈
甚
五
左
衛
門　

阿
部
甚
五
左
衛
門
、
七
〇
人
扶
持
家
老
。　

﹇
５
﹈
軍
右
衛
門　

平
田
軍
右
衛
門
、
高
四
五
〇
石
。

﹇
６
﹈
道
躰　

佐
々
木
道
躰
、
奥
医
師
、
髙
二
〇
〇
石
。

﹇
７
﹈
良
英　

土
橋
良
英
、
奥
医
師
、
髙
一
五
〇
石
。

﹇
８
﹈
龍
庵　

佐
々
木
龍
庵
、
奥
医
師
、
一
五
人
扶
持
。　

﹇
９
﹈
桂
茯
丸
料　

桂
枝
茯
苓
丸
の
こ
と
か
。
婦
人
科
系
の
病
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
。　

﹇
10
﹈
佐
坂
河
二
郎　

儒
者
、
二
〇
人
扶
持
。

﹇
11
﹈
臍
帯　

へ
そ
の
緒
の
こ
と
。

﹇
12
﹈
臍
輪　

へ
そ
の
緒
が
胎
児
に
付
着
し
て
い
た
部
分
。

﹇
13
﹈
奇
応
丸　

熊
の
胆
な
ど
生
薬
か
ら
作
ら
れ
た
小
児
用
の
丸
薬
。
小
児
の
疳
の
虫
、

腹
痛
・
乳
吐
き
な
ど
に
用
い
た
。

﹇
14
﹈
二
陳
湯　

吐
き
気
や
嘔
吐
を
お
さ
え
る
漢
方
薬
。

﹇
15
﹈
桑
白
皮　

ク
ワ
科
の
根
か
ら
作
ら
れ
る
咳
に
き
く
漢
方
薬
。

三
、
内
容
―
阿
部
正
功
の
誕
生
、
成
長
記
録
―

正
功
の
実
父
は
、
阿
部
家
一
五
代
正
蓍
、
本
家
福
山
藩
よ
り
入
っ
た
養
子
で
あ
る
。

母
親
は
正
室
で
は
な
く
、
女
中
の
弦
尾
で
あ
っ
た
。

懐
妊
・
出
産
前

八
月
四
日
、
ま
だ
確
定
で
は
な
い
が
、
女
中
の
弦
尾
が
懐
妊
し
た
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
診
断
が
下
さ
れ
、
日
常
の
食
物
に
気
を
つ
け
る
よ
う
に
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
。

普
段
食
べ
た
方
が
よ
い
も
の
、
食
べ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
食
品
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
禁
じ
ら
れ
て
い
る
食
品
に
は
、
灰
汁
の
強
い
も
の
や
辛
い
も
の
な
ど
刺
激
物
、
ま

ぐ
ろ
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
て
、
現
在
で
も
避
け
る
べ
き
食
品
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も

の
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
こ
う
し
た
妊
婦
へ
の
諸
注
意
は
、
一
八
世
紀
初
め

に
は
育
児
書
も
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
（
８
）

、
こ
う
し
た
指
導
も
広
ま
り
は
じ
め
て
い
た

こ
と
が
窺
え
る
。

九
月
に
入
っ
て
、
医
師
同
役
全
員
が
診
察
し
、
懐
妊
は
間
違
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

五
か
月
目
に
入
る
頃
で
あ
ろ
う
と
為
春
が
診
断
し
た
。
九
月
二
〇
日
の
吉
日
に
着
帯
の
儀

式
、
内
祝
い
が
行
わ
れ
た
。
着
帯
と
は
、
五
か
月
目
位
に
安
産
を
願
っ
て
腹
帯
を
締
め
る

儀
式
で
あ
る
。
御
用
人
、
吟
味
役
、
為
春
・
昭
元
、
女
中
た
ち
に
祝
い
の
料
理
が
下
賜
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
祝
の
献
立
の
内
容
と
使
わ
れ
た
食
材
が
記
し
て
あ
り
、
こ
う
し
た

儀
式
に
ど
の
よ
う
な
膳
が

出
さ
れ
て
い
た
の
か
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、

以
後
の
儀
式
の
際
の
献
立

も
同
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。

出
産正

月
二
三
日
、
弦
尾
が

に
わ
か
に
産
気
づ
き
、
七

半
時
過
ぎ（
午
前
三
時
半
）

に
男
子
を
出
産
し
た
。
臨

月
は
二
月
で
ま
だ
先
で

あ
っ
た
が
、
体
は
小
さ
い

図 1　「御名目録」
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が
元
気
で
あ
り
、
健
康
状
態
は
良
好
で
あ
っ
た
。『
公
余
録
（
９
）
』
に
よ
れ
ば
、
公
儀
へ
の

届
け
の
儀
は
追
っ
て
差
し
出
す
よ
う
に
と
記
さ
れ
て
お
り
、
す
ぐ
に
は
届
け
出
を
し
て

い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
の
子
供
の
生
存
率
の
低
さ
を
反
映
し
て
お

り
、
無
事
に
育
つ
か
ど
う
か
が
見
極
め
ら
れ
て
か
ら
、
幕
府
に
届
け
が
出
さ
れ
た
。

為
春
と
昭
元
両
人
は
、「
御
出
生
様
付
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
そ
の
心
得
で
つ

と
め
る
よ
う
命
じ
ら
れ
、
当
分
の
内
は
一
人
ず
つ
交
互
に
毎
日
出
仕
す
る
よ
う
に
命
じ

ら
れ
て
い
る
。

一
月
二
四
日
、
儒
者
で
あ
る
佐
坂
河
二
郎
の
妻
が
乳
付
人
に
選
ば
れ
て
、
初
め
て
赤

子
に
乳
を
あ
げ
て
い
る
。

一
月
二
九
日
、
御
七
夜
（
誕
生
後
七
日
目
の
祝
）
が
行
わ
れ
た
。
父
正
耆
よ
り
、
幼

名
光
之
介
と
命
名
さ
れ
た
。『
公
余
附
録）
10
（

』
に
は
、
図
１
の
よ
う
な
大
高
檀
紙
二
枚
重

ね
の
「
名
目
録
」
が
渡
さ
れ
た
こ
と
が
載
っ
て
い
る
。

出
産
後

そ
れ
ま
で
異
状
が
特
に

な
か
っ
た
が
、
二
月
四
日

に
光
之
介
の
具
合
が
悪
く

な
り
、
容
態
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
に
両
人
共
詰

め
て
い
た
が
、
昭
元
は
帰

り
、
こ
の
日
は
為
春
が
泊

番
を
し
た
。
他
の
医
師
も

拝
診
し
て
お
り
、
心
配
な

状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺

え
る
が
、
し
だ
い
に
容
態

も
落
ち
着
い
た
。
為
春
・

昭
元
は
、
八
日
に
は
祝
金

一
〇
〇
疋
、
治
療
に
尽
力

し
た
こ
と
に
対
し
て
金

一
〇
〇
疋
を
贈
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
ま
た
九
日
ご
ろ
か
ら
乳
を
吐
い
て
し
ま
っ
た
り
、
咳
が
つ
い
た
り

し
た
が
、
治
療
の
結
果
、
そ
の
後
は
ほ
と
ん
ど
異
状
が
な
く
順
調
に
成
長
し
て
い
る
。

一
月
二
三
日
、宮
参
り
の
儀
式
が
行
わ
れ
て
い
る
。
宮
参
り
は
、生
後
一
か
月
が
た
っ

た
こ
と
を
祝
っ
て
、
産
土
神
に
参
拝
す
る
儀
式
で
あ
る
。
こ
の
時
は
、
城
の
中
の
お
宮）
11
（

に
参
っ
た
の
だ
ろ
う
か
（
図
２）
12
（

）。
五
半
時
（
九
時
頃
）
お
宮
に
参
詣
し
、四
半
時
（
一
一

時
）
過
ぎ
に
帰
殿
し
て
い
る
。
そ
の
後
、居
間
の
次
の
間
で
、お
供
を
し
た
為
春
は
、酒
、

吸
物
、
お
赤
飯
、
祝
い
の
料
理
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

二
月
一
五
日
に
は
、
光
之
介
の
様
子
も
安
定
し
て
い
る
の
で
、
以
降
の
泊
番
は
免
除

さ
れ
た
。

四
月
一
五
日
、
産
土
神
で
あ
る
鹿
島
神
社
（
現
白
河
市
大
鹿
島
。
白
川
城
下
の
総
鎮

守
で
あ
り
、古
く
は
延
喜
式
の
式
内
社
で
も
あ
っ
た
）
に
初
め
て
参
詣
し
て
い
る
。『
公

余
附
録）
13
（

』
に
は
、
供
揃
え
の
編
成
が
記
録
さ
れ
て
い
る
（
図
３
）。

四
月
二
三
日
、
箸
揃
え
の
儀
式
が
行
わ
れ
た
。
お
食
い
初
め
と
も
言
わ
れ
、
一
生
食

べ
物
に
困
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
生
後
一
〇
〇
日
目
位
の
乳
児
に
初

め
て
食
べ
物
を
食
べ
さ
せ
る
儀
式
を
い
う
。
食
べ
る
と
い
っ
て
も
、
食
べ
る
ま
ね
を
す

る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
は
、
御
用
人
、
吟
味
役
、
為
春
、
昭
元
、
女
中
も
残
ら
ず
褒
美 図 3　鹿島神社参詣行列

図 2　白河城略図
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の
饗
応
を
受
け
て
い
る
。

そ
し
て
五
月
四
日
、
初
節
句
の
と
こ
ろ
で
、
今
回
紹
介
す
る
日
記
の
記
述
は
終
わ
っ

て
い
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
簡
略
な
が
ら
、
藩
医
に
よ
る
阿
部
正
功
の
誕
生
か
ら
約
四
か
月
の
間
の
出
産

前
、
出
産
後
の
通
過
儀
礼
を
中
心
に
、
内
容
を
紹
介
し
て
き
た
。
毎
日
の
診
察
記
録
に

は
、
詳
細
に
体
調
が
記
さ
れ
て
お
り
、
具
合
が
悪
く
な
っ
た
時
に
ど
の
よ
う
な
対
処
を

し
、
薬
を
処
方
し
た
か
な
ど
、
医
療
的
な
観
点
か
ら
み
て
も
、
ま
た
子
育
て
に
関
す
る

研
究
に
と
っ
て
も
、
貴
重
な
史
料
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
大
名
家
の
子
女
の
出

生
儀
礼
や
具
体
相
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
史
料
と
し
て
も
有
用
で
あ
る
と
思
わ
れ

る）
14
（

。こ
の
史
料
は
、い
ろ
い
ろ
な
観
点
か
ら
研
究
が
進
め
ら
れ
る
素
材
で
あ
る
と
い
え
る
。

今
後
、
次
号
の
紀
要
で
、
引
き
続
き
医
師
の
目
か
ら
見
た
正
功
の
成
長
記
録
を
紹
介

し
て
い
く
。

謝
辞本

稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
阿
部
正
靖
氏
、
白
河
市
歴
史
民
俗
資
料
館
・
白
河
集
古

苑
学
芸
員
内
野
豊
大
氏
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

　注（
１
）
阿
部
正
靖
氏
寄
託
・
学
習
院
大
学
史
料
館
収
蔵
「
陸
奥
国
棚
倉
藩
主
・
華
族
阿

部
家
史
料
」（『
陸
奥
国
棚
倉
藩
主
・
華
族
阿
部
家
資
料
目
録
』
二
〇
〇
一
年
）

を
参
照
の
こ
と
。
阿
部
家
は
、
譜
代
大
名
で
、
老
中
な
ど
幕
府
の
要
職
を
務
め

た
人
物
を
輩
出
し
た
家
柄
で
あ
る
。
第
二
代
藩
主
阿
部
忠
秋
の
時
に
武
蔵
国
忍

（
現
埼
玉
県
行
田
市
）
を
与
え
ら
れ
、
三
代
正
武
の
代
に
一
〇
万
石
を
領
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
以
来
一
八
四
年
間
忍
を
治
め
た
が
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）

に
陸
奥
国
白
河
、そ
の
後
棚
倉
に
移
さ
れ
、そ
の
地
で
維
新
を
迎
え
た
。
維
新
後
、

第
一
八
代
藩
主
正
功
は
子
爵
を
授
け
ら
れ
、
華
族
に
列
せ
ら
れ
た
。
本
史
料
は

昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
）
に
学
習
院
大
学
に
寄
託
さ
れ
、
総
数
四
七
〇
〇
余

点
に
の
ぼ
る
。
以
下
、
本
稿
で
、
阿
部
家
文
書
を
引
用
す
る
際
は
、「
阿
部
史
料

番
号
」
と
す
る
。

（
２
） 

文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）、福
山
阿
部
家
の
阿
部
正
粋
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
白
河
藩
を
相
続
し
た
。
翌
二
年
（
一
八
四
九
）
よ
り

幕
府
奏
者
番
を
務
め
た
が
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
奏
者
番
制
度
が
廃
止
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
職
を
解
か
れ
た
。
江
戸
府
内
警
衛
、
大
坂
警
衛
、
京
都
警
衛

な
ど
を
歴
任
し
た
が
、
京
都
滞
在
中
に
発
病
し
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
に

三
八
歳
で
没
し
た
。

（
３
）
丸
山
美
季
「
阿
部
正
功
の
生
涯
と
学
問
―
人
類
学
・
土
俗
学
・
考
古
学
」（『
学

習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
第
一
八
号
、
二
〇
一
一
年
）、
同
著
〈
史
料
紹

介
〉 

阿
部
正
功
著
「
棚
倉
紀
行
」（『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
第
一
九
号
、

二
〇
一
二
年
）。

（
４
）「
安
政
七
庚
申
星
舎
孟
春
正
月
筆
記
、
白
陽
藩
分
限
并
席
順
表
」（
学
習
院
大
学

史
料
館
蔵
）。

（
５
）『
藩
士
先
祖
書
・
由
緒
書
』（
阿
部
一
〇
五
五
―
一
二
）。

（
６
）「
薩
州
御
家
中
諸
役
付
」（『
薩
州
島
津
家
分
限
帳
』
青
潮
社
、
一
九
八
四
年
）
の

中
に
、
奥
医
師
河
野
宗
胆
と
出
て
く
る
。

（
７
）『
藩
士
先
祖
書
・
由
緒
書
』（
阿
部
一
〇
五
五
―
一
四
）。

（
８
）
梶
谷
真
司
「
江
戸
時
代
の
育
児
書
か
ら
見
た
医
学
の
近
代
化
―
桑
田
立
齋
『
愛

育
茶
譚
』
の
翻
刻
と
考
察
―
」（『
帝
京
国
際
文
化
』 (20)

、65-118

、2007-02

、

帝
京
大
学
文
学
部
）
な
ど
。 

（
９
）『
公
余
録
』
八
（
阿
部
九
〇
三
）

（
10
）『
公
余
附
録
』
六
（
阿
部
九
〇
四
―
六
）

（
11
） 
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
忍
か
ら
白
河
へ
移
封
後
、
同
九
年
（
一
八
二
六
）
に

鎮
護
神
御
宮
が
城
内
の
花
畑
外
御
矢
場
脇
社
跡
に
再
建
さ
れ
、
遷
宮
が
行
わ
れ
て

い
る
（『
公
余
録
』
六
、
文
政
九
年
七
月
一
八
日
、
廿
日
条
）。
こ
の
鎮
護
神
御
宮

の
こ
と
を
指
す
と
推
測
さ
れ
る
。

（
12
）
注
（
10
）
と
同
じ
。
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（
13
）
注
（
10
）
と
同
じ
。

（
14
）
武
家
の
出
産
、
生
育
儀
礼
に
つ
い
て
の
研
究
に
は
、
池
田
仁
子
「
金
沢
城
代
横

山
家
出
生
に
み
る
家
臣
と
医
者
と
女
性
」（『
研
究
紀
要　

金
沢
城
研
究
六
号
』、

二
〇
〇
七
年
）、
大
藤
修
「
秋
田
藩
佐
竹
家
子
女
の
人
生
儀
礼
と
名
前
」（『
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
四
一
号
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。


